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1. 要約
この資料はR8C/35CグループのUART版プログラムダウンローダについて説明しています。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は、次のマイコン、条件での利用に適用されます。

•マイコン ：R8C/35Cグループ

• XINクロック周波数 ：20MHz 

本サンプルプログラムでは、SFR のビット配置の都合上、使用しない機能のビットを操作している場合

があります。これらの設定値はユーザシステムの使用状況に合わせて設定してください。
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3. プログラムダウンローダ概要

3.1 ダウンローダ仕様

•システムプログラム部 (プログラムダウンローダ処理含む )はブロック0に配置する。

•プログラムダウンローダは、主にブロック0以外のユーザプログラムに対してE/Wを行う。(ブロック

0に対する書き換えはプログラムダウンローダ側で無視させます)
•プログラムダウンローダによるCPU書き換えはEW0モードを使用する。

•リセットスタート時に、ポートP1_5の状態を確認し、プログラムダウンローダで動作するか、ユーザ

プログラムで動作するかを選択する。
(ポートP1_5が“H”ならプログラムダウンローダ、ポートP1_5が“L”ならユーザプログラムに分岐する)

•ユーザプログラムで固定ベクタの割り込みが使用できるように、ブロック1に仮想固定ベクタテーブ

ルを配置する。

•プログラマとの通信にはUART0のクロック非同期形シリアル I/O(UART)を使用する。

• TXD0端子はCMOS出力を選択する。

•通信フォーマットは以下の通りとする。

　　　転送速度：　　　　約9600bps　　　　　転送データ長：　　8ビット

　　　ストップビット：　1ビット　　　　　　パリティビット：　なし

•通信プロトコルは、「4.ダウンローダ通信プロトコル」を参照。

図 3.1に接続例、図 3.2に転送フォーマット、図 3.3にメモリ配置 (ROM 32Kバイト製品 )、図 3.4にシス

テム割り込み動作例 (オーバフロー割り込み )を示します。

図 3.1 接続例
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図 3.2 転送フォーマット

図 3.3 メモリ配置 (ROM 32Kバイト製品 )
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図 3.4 システム割り込み動作例 (オーバフロー割り込み )

3.2 リセット後の各タイミング

リセット後の動作プログラムが、プログラムダウンローダかユーザプログラム かを決定します。(1)の
期間にマイコンに入力されるP1_5/RXD0 端子のレベルにしたがって、どちらかのプログラムに移行しま

す。マイコンのリセット解除前に、P1_5/RXD0端子の入力レベルはプログラマにより確定され、かつ (1)
の期間、そのレベルが保持されている必要があります。

図 3.5 リセット後の確信号制御のタイミング
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3.3 初期設定

(1) オプション機能選択レジスタ (OFS)
OFSレジスタは固定ベクタテーブル最上位番地の0FFFFh番地に割り当てられていますので、プ

ログラムダウンローダ側のプログラムで設定してください。

(2) オプション機能選択レジスタ2(OFS2)
OFS2レジスタは予約領域の0FFDBh番地に割り当てられていますので、プログラムダウンロー

ダ側のプログラムで設定してください。

(3) ウォッチドッグタイマ
ウォッチドッグタイマを使用される場合は、fla_r835c.incファイル内の「WDT_USE」の定義を有

効にしてください。
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3.4 使用レジスタ

ポートP1レジスタ    P1 【00E1h番地】

0 0 0 1 0 0 0

UART0端子選択レジスタ    U0SR 【0188h番地】

0 0 0 0 0 1 0 1

TXD0端子選択ビット
1:P1_4に割り当てる

RXD0端子選択ビット
1:P1_5に割り当てる

b7 b0

ポートP1方向レジスタ    PD1 【00E3h番地】

0 0 0 1 0 0 0 0

ポートP1_4ビット
1:“H”レベル

ポートPD1_4ビット
1:出力モード(TXD0として機能)

ポートPD1_5ビット
0:入力モード(RXD0として機能)

0

b7 b0

b7 b0

ウォッチドッグタイマリセットレジスタ    WDTR 【000Dh番地】

“00h”を書いて、続いて“FFh”を書くと、
ウォッチドッグタイマは初期化される。

0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1

b7 b0

注. ウォッチドッグタイマを使用する場合

プロテクトレジスタ    PRCR 【000Ah番地】

0/1
CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRA1、
FRA2、FRA3レジスタへの書き込み許可

0:書き込み禁止
1:書き込み許可

b7 b0
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システムクロック制御レジスタ0    CM0 【0006h番地】

0 0

発振停止検出レジスタ    OCD 【000Ch番地】

0

システムクロック選択ビット
0:XINクロック選択

XINクロック（XIN-XOUT)停止ビット
0:発振

CPUクロック分周比選択ビット0
0:CM1レジスタのCM16、CM17ビット有効

  1:8分周モード

XIN、XCINクロック選択ビット
0:XINクロック

システムクロック制御レジスタ1    CM1 【0007h番地】

0 0 0 1

ポートXIN-XOUT切り替えビット
1:XIN-XOUT端子

低速オンチップオシレータ発振停止ビット
0:低速オンチップオシレータ発振

CPUクロック分周比選択ビット1
00:分周なしモード

b7 b0

0/1

b7 b0

b7 b0

割り込み制御レジスタ    S0TIC 【0051h番地】

0 0 0 0 0 0 0

割り込み優先レベル選択ビット
  000:レベル0(割り込み禁止)

0

b7 b0

割り込み制御レジスタ    S0RIC 【0052h番地】

0 0 0 0 0 0 0

割り込み優先レベル選択ビット
  000:レベル0(割り込み禁止)

0

b7 b0
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UART0送受信モードレジスタ    U0MR 【00A0h番地】

0 0 0 0 0 1 0 1

UART0送受信制御レジスタ0    U0C0 【00A4h番地】

0 0 0 0 0 0 0

データ出力選択ビット
  0:TXD0端子はCMOS出力

内/外部クロック選択ビット
  0：内部クロック

転送フォーマット選択ビット
  0:LSBファースト

b7 b0

b7 b0

シリアルI/Oモード選択ビット
  101：UARTモード転送データ長8ビット

ストップビット長選択ビット
0：1ストップビット

パリティ奇/偶選択ビット
　使用しません。“0”にしてください。

パリティ許可ビット
0：パリティ禁止

BRGカウントソース選択ビット
00：f1を選択

UARTモード時、“0”にしてください

UART0送受信制御レジスタ1    U0C1 【00A5h番地】

0 0 0 1 0/1 0/1

送信許可ビット
  0:送信禁止
  1:送信許可

受信許可ビット
0:受信禁止

  1:受信許可

受信完了フラグ
  0:U0RBにデータなし
  1:U0RBにデータあり

UARTモード時、“0”にしてください

b7 b0

UART0送信割り込み要因選択ビット
1:送信完了(TXEPT=1)
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UART0送信バッファレジスタ    U0TB 【00A3h～00A2ｈ番地】

0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1

b7 b0

0/10 0 0 0 0 0 00

b15 b8

送信データ

UART0受信バッファレジスタ    U0RB 【00A7h～00A6ｈ番地】

0

b7 b0b15 b8

受信データ

b7 b0

UART0ビットレートレジスタ      U0BRG 【00A1h番地】

転送速度設定
“129-1”を設定してください

129-1
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フラッシュメモリ制御レジスタ0    FMR0 【01B4h番地】

0 0 0 0 0 0 0/1

CPU書き換えモード選択ビット
0:CPU書き換えモード無効
1:CPU書き換えモード有効

0

EW1モード選択ビット
0:EW0モード

フラッシュメモリ停止ビット
0:フラッシュメモリ動作

イレーズ/ライトエラー割り込み許可ビット
0:イレーズ/ライトエラー割り込み禁止

フラッシュアクセスエラー割り込み許可ビット
0:フラッシュアクセスエラー割り込み禁止

フラッシュレディステータス割り込み許可ビット
0:フラッシュレディステータス割り込み禁止

b7 b0

フラッシュメモリステータスレジスタ    FST 【01B2h番地】

プログラムエラーフラグ
  0:プログラムエラーなし
  1:プログラムエラーあり

イレーズエラー/ブランクチェックエラーフラグ
  0:イレーズエラー/ブランクチェックエラーなし
  1:イレーズエラー/ブランクチェックエラーあり

レディ/ビジーステータスフラグ
  0:ビジー
  1:レディ

b7 b0
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フラッシュメモリ制御レジスタ1    FMR1 【01B5h番地】

0 0 0

ロックビット無効選択ビット
0:ロックビット有効
1:ロックビット無効

0/1

データフラッシュブロックA書き換え禁止ビット
0:書き換え許可(ソフトウェアコマンド受付可能)
1:書き換え禁止(ソフトウェアコマンドを受け付けない、

　　エラーにもならない)

0/10/10/10/1

データフラッシュブロックB書き換え禁止ビット
0:書き換え許可(ソフトウェアコマンド受付可能)
1:書き換え禁止(ソフトウェアコマンドを受け付けない、

　　エラーにもならない)

データフラッシュブロックC書き換え禁止ビット
0:書き換え許可(ソフトウェアコマンド受付可能)
1:書き換え禁止(ソフトウェアコマンドを受け付けない、

　　エラーにもならない)

データフラッシュブロックD書き換え禁止ビット
0:書き換え許可(ソフトウェアコマンド受付可能)
1:書き換え禁止(ソフトウェアコマンドを受け付けない、

　　エラーにもならない)

b7 b0
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3.5 使用メモリ

表 3.1 使用メモリ

使用メモリ サイズ 備考

ROM 1226バイト システムプログラム部のみ (固定ベクタ、可変ベクタテーブルを含む )
RAM 427バイト システムプログラム部のみ

表 3.2 使用RAMと定義

シンボル名 サイズ 内容

ram_execute 128バイト EW0モードプログラム領域

status_flags 1バイト シリアルフラグ領域

reset_blank － ユーザプログラムブランクフラグ

srd1 1バイト SRD1レジスタ

srd08 － SR8ビット

srd09 － SR9ビット

srd10 － SR10ビット

srd11 － SR11ビット

srd12 － SR12ビット

srd13 － SR13ビット

srd14 － SR14ビット

srd15 － SR15ビット

srd 1バイト SRDレジスタ

address 4バイト アドレスデータ

temp 32バイト テンポラリ (スタック領域と兼用 )
rx_data 2バイト 受信データ

tx_data 1バイト 送信データ

page_buffer 256バイト ページバッファ
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3.6 フローチャート

(1) スタートアップ処理

プログラムダウンローダ選択?
(ポートP1_5=“H”?)

N(ユーザプログラム選択)

Y(プログラムダウンローダ選択)

ldc #boot_stack,SP

reset

ユーザリセット

ldc #SB_base,SB

ldintb #VECTOR_ADR

bset prc0

bset cm13

bclr cm05

bclr prc0

; システムクロック制御レジスタプロテクト解除

; SP設定

; SB設定

; INTB設定

; XIN-XOUT端子選択

; XINクロック発振

; システムクロック制御レジスタプロテクト設定

bclr cm14 ; 低速オンチップオシレータ選択

ldc #00h,FLG ; FLG初期化

bclr pd1_5 ;ポートP1_5入力モード設定

mov.b #00000101b,u0sr ; TXD0をポートP1_4、RXD0をポートP1_5に割り当てる

発振安定待ち
2040 > a1

Y

N

bclr cm07

bclr ocd2

and.b #00111111b,cm1

bclr cm06

; XINクロック選択

; システムクロック:XINクロック選択

; CPUクロック分周なし

; CM16、CM17ビット有効

mov.b #00010000b,pd1

mov.b #00010000b,p1 ; ポートP1初期化

mov.w #0,a1

inc.w a1

1

; ポートP1_4/TXD0出力

ウォッチドッグタイマリセット

wdt_reset

ウォッチドッグタイマリセット

wdt_reset



R8C/35Cグループ UART版プログラムダウンローダ

RJJ05B1567-0100 Rev.1.00 Page 14 of 47
2010.04.30

command_handler

mov.b #00000101b,u0mr

mov.b #00001000b,u0c0

mov.b #00010010b,u0c1

bset re_u0c1

mov.w #0,r0

mov.w #(RAM_END+1-RAM_TOP)/2,r3

mov.w #RAM_TOP,a1

sstr.w

; RAMクリア

; UART0初期化

bset te_u0c1

mov.b #00000000b,s0ric

mov.b #00000000b,s0tic

#0ffffh == User_Reset_VEC
N

Y

#0ffh == User_Reset_VEC+2
N

Y

or.b #00001100b,srd1

bset reset_blank

; ID照合済み設定

; ユーザリセットブランク設定

; ユーザリセットブランクチェック

1

bclr te_u0c1

bclr re_u0c1

mov.b #129-1,u0brg
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(2) コマンドハンドラ

Command_handler

read_status

mov.b #00000101b,u0mr

#READ_STATUS == r0l
Y

N

; UART0の初期化

command_error

mov.b rx_data,r0l

version_output

#VERSION_OUTPUT == r0l
Y

N

id_check

#ID_CHECK == r0l
Y

N

#0ch == r0h
N

Y(ID照合済み)

mov.b   srd1,r0h

and.b   #0ch,r0h

page_read

#PAGE_READ == r0l
Y

N

page_program

#PAGE_PROGRAM == r0l
Y

N

block_erase

#BLOCK_ERASE == r0l
Y

N

clear_status

#CLEAR_STATUS == r0l
Y

N

mov.b #00001000b,u0c0

mov.b #00010010b,u0c1

bset re_u0c1

bset te_u0c1

mov.b #00000000b,s0ric

mov.b #00000000b,s0tic

バイト受信処理

get_byte

; ID照合済み?

bclr re_u0c1

bclr te_u0c1

mov.b #129-1,u0brg
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(3) サブルーチン1

cpu_fast

bset prc0

and.b #00111111b,cm1

bclr cm06

bclr prc0

ri_u0c1 == 1
N

rts

cpu_slow

bset prc0

bset cm06

bclr prc0

rts

get_byte

mov.w u0rb,rx_data ; 受信データ格納

rts

; 受信完了待ち

; システムクロック制御レジスタプロテクト解除

; CPUクロック分周なし

; CM16,CM17有効

; システムクロック制御レジスタプロテクト設定

; システムクロック制御レジスタプロテクト解除

; CPUクロック8分周

; システムクロック制御レジスタプロテクト設定

Y(U0RBにデータあり)

wdt_reset

mov.b #000h,wdtr

rts

mov.b #0ffh,wdtr

; ウォッチドッグタイマリセット

; ウォッチドッグタイマリセット

WDT_USE有効時

ウォッチドッグタイマリセット

wdt_reset
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(4) サブルーチン2

put_byte

mov.b tx_data,u0tb ; 送信データ設定

mov.b #00000000b,s0tic ; 送信割り込み要求ビットクリア

ir_s0tic == 1
N

; 送信完了待ち

Y

rts

ウォッチドッグタイマリセット

wdt_reset
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(5) ページリード

page_read

mov.b #00h,address ; 下位アドレス設定

command_handler

バイト受信処理

get_byte

#00h == r0l
N

Y(ページリード終了)

mov.b rx_data,address+1 ; 中位アドレス設定

mov.b rx_data,address+2 ; 上位アドレス設定

mov.b #00h,address+3

mov.w address,a0

mov.w address+2,a1

lde.b [a1a0],tx_data

バイト送信処理

put_byte

add.w #1,a0

mov.w a0,r0

; ページリード終了 ?

; リードデータを送信データに設定

; リードアドレス変更(+1)

バイト受信処理

get_byte

ウォッチドッグタイマリセット

wdt_reset
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(6) ページプログラム

page_program

mov.b #00h,address ; 下位アドレス設定

バイト受信処理

get_byte

#0100h == a0

Y(受信終了)

mov.b rx_data,address+1 ; 中位アドレス設定

mov.b rx_data,address+2 ; 上位アドレス設定

mov.b #00h,address+3

mov.w #0,a0

add.w #1,a0

; ページプログラムデータ受信終了 ?

; 格納アドレスの変更(+1)

mov.b rx_data,page_buffer[a0] ; プログラムデータをバッファに格納

バイト受信処理

get_byte

バイト受信処理

get_byte

#00f0h > address+1

N

command_handler

mov.b fst,r0l

and.b #10110000b,r0l

#080h == r0l

#0100h <= address+1
N

N

Y(ブロック0以外)

N

Y(レディ&エラーなし)

RAM実行処理

ram_run

mov.w #FLASH_PROGRAM,a0

Y(ブロック0以外)
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(7) ブロックイレーズ

block_erase

mov.b #0feh,address ; 下位アドレス設定

command_handler

バイト受信処理

get_byte

mov.b rx_data,address+1 ; 中位アドレス設定

mov.b rx_data,address+2 ; 上位アドレス設定

mov.b #00h,address+3

RAM実行処理

ram_run

mov.w #FLASH_BLOCK_ERASE,a0

#0d0h == rx_data
(確認コマンドエラー)N

; 確認コマンドOK ?

バイト受信処理

get_byte

バイト受信処理

get_byte

#00f0h > address+1

N

#0100h <= address+1
N

Y(ブロック0以外)

Y(ブロック0以外)

Y
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(8) リードステータスレジスタ

(9) クリアステータスレジスタ

read_status

command_handler

バイト送信処理

put_byte

mov.b srd,tx_data

mov.b srd1,tx_data

バイト送信処理

put_byte

mov.b fst,r0l

and.b #10110000b,r0l

mov.b r0l,srd

ウォッチドッグタイマリセット

wdt_reset

clear_status

command_handler

RAM実行処理

ram_run

mov.w #FLASH_CLEAR_STATUS,a0
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(10) IDチェック

id_check

command_handler

#7 == a0
N

Y(受信終了)

mov.w #0,a0

add.w #1,a0

; 7バイト受信終了 ?

; 受信データ数変更(+1)

バイト受信処理

get_byte

mov.b rx_data,temp[a0]

reset_blank == 1
Y(ユーザリセットブランク)

N

bset srd10

bclr srd11

mov.w #7,r2

temp-1[a0] == r1l

Y

lde.w ID_code_addr-2[a0],address+2

; 7バイト確認終了 ?

; ユーザIDアドレス設定lde.w ID_code_addr-4[a0],address

mov.w r2,a0

shl.w #2,a0

mov.w address+2,a1

mov.w address,a0

lde.b [a1a0],r1l ; ユーザID読み出し

mov.w r2,a0

(r2 = r2 - 1) == 0
N

Y(確認終了)

N(ユーザID不一致)

bset srd11

ID_code_addr:
;

.lword 0efdfh ; ID1

.lword 0efe3h ; ID2

.lword 0efebh ; ID3

.lword 0efefh ; ID4

.lword 0eff3h ; ID5

.lword 0eff7h ; ID6

.lword 0effbh ; ID7

; 受信したIDをテンポラリバッファに格納

; ID不一致

; ID照合済み
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(11) バージョン出力機能

version_output

command_handler

バイト送信処理

put_byte

lde.b version_string+1,tx_data

lde.b usr_ver_l,tx_data

; プログラムダウンローダバージョンデータ(上位)を送信データに設定

; ユーザバージョンデータ(下位)を送信データに設定

.section version_area,ROMDATA

.org version_string

.word 0100h

バイト送信処理

put_byte

バイト送信処理

put_byte

lde.b version_string,tx_data ; プログラムダウンローダバージョンデータ(下位)を送信データに設定

lde.b usr_ver_h,tx_data ; ユーザバージョンデータ(上位)を送信データに設定

バイト送信処理

put_byte
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(12) RAM実行ルーチン

ram_run

rts

CPUクロック8分周設定処理

cpu_slow

lde.w (ram_function_table+4)[a0],r3

CPUクロック1分周設定処理

cpu_fast

lde.b (ram_function_table+2)[a0],r1h

lde.w (ram_function_table+0)[a0],a0

; 転送データ数設定

; 転送元アドレス(上位)設定

; 転送元アドレス(中位・下位)設定

mov.w #ram_execute,a1 ; 転送先アドレス設定

smovf.b

ram_function_table:
;

.lword flash_clear_status

.word  flash_clear_status_end - flash_clear_status

.lword flash_program

.word  flash_program_end - flash_program

.lword flash_block_erase

.word  flash_block_erase_end - flash_block_erase

RAM実行処理

ram_execute
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(13) フラッシュメモリに対するクリアステータスレジスタ (RAM上で実行 )

flash_clear_status

rts

bclr fmr01

bset fmr01

and.b #00000010b,fmr0

; CPU書き換えモード有効

; クリアステータスレジスタコマンド発行COMMAND_WRITE FLASH_ADDRESS, CLEAR_STATUS

; リードアレイコマンド発行COMMAND_WRITE FLASH_ADDRESS, PAGE_READ

mov.b #00h,fmr0 ; フラッシュメモリ制御レジスタ0初期化

flash_clear_status_end

; EW0選択、各割り込み禁止
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(14) フラッシュメモリに対するページプログラム (RAM上で実行 )

flash_program

rts

bclr fmr01

bset fmr01

and.b #00000010b,fmr0

; CPU書き換えモード有効

or.b #11110000b,fmr1

; プログラムコマンド発行COMMAND_WRITE [a1a0], 040h

ste.b r0l,[a1a0] ; プログラムデータ書き込み

mov.b #00h,fmr0 ; フラッシュメモリ制御レジスタ0初期化

; ブロックA,B,C,D書き換え許可

flash_program_end

mov.w address,a0

mov.w address+2,a1

mov.w a0,r2

mov.w #0,r3

; プログラムアドレスをA1A0に設定

mov.w r3,a0

mov.b page_buffer[a0],r0l

mov.w r2,a0

add.w #1,r3 ; プログラムデータオフセット+1

add.w #1,r2 ; プログラムアドレス+1

#100h == r3

Y(ページプログラム終了)

; ページプログラム終了?

; プログラムデータオフセット初期化

; プログラムアドレス(中位・下位)をA0に設定

; プログラムデータ設定

; プログラムデータオフセットをA0に設定

and.b #00001111b,fmr1

fst4 == 1

N

N

Y(プログラムエラー)

bclr fmr13

bset fmr13 ; ロックビット無効

mov.b #11110000b,fmr1 ; ロックビット有効、データフラッシュブロックA、B、C、D書き換え禁止

fst7 == 1

mov.b #000h,wdtr

mov.b #0ffh,wdtr

; ウォッチドッグタイマリセット

; ウォッチドッグタイマリセット

WDT_USE有効時

N(ビジー)

Y(レディ)

; EW0選択、各割り込み禁止
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(15) フラッシュメモリに対するブロックイレーズ (RAM上で実行 )

flash_block_erase

rts

bclr fmr01

bset fmr01

bclr fmr13

; CPU書き換えモード有効

bset fmr13

; ブロックイレーズコマンド発行COMMAND_WRITE [a1a0], BLOCK_ERASE

mov.b #0d0h,r1l

; 確認コマンド書き込み

; ロックビット無効

flash_block_erase_end

mov.w address,a0 ; ブロックアドレスをA1A0に設定

mov.w address+2,a1

ste.b r1l,[a1a0]

or.b #11110000b,fmr1

and.b #00001111b,fmr1 ; ブロックA,B,C,D書き換え許可

and.b #00000010b,fmr0

mov.b #00h,fmr0 ; フラッシュメモリ制御レジスタ0初期化

mov.b #11110000b,fmr1 ; ロックビット有効、データフラッシュブロックA、B、C、D書き換え禁止

fst7 == 1

mov.b #000h,wdtr

mov.b #0ffh,wdtr

; ウォッチドッグタイマリセット

; ウォッチドッグタイマリセット

WDT_USE有効時

(ビジー)N

Y(レディ)

; レディ待ち

; EW0選択、各割り込み禁止
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(16) コマンド書き込みマクロ

COMMAND_WRITE.MACRO address,data

.ENDM

mov.b     #000h,wdtr

mov.b     #0ffh,wdtr

; ウォッチドッグタイマリセット

fst7 == 1
(ビジー)N

Y(レディ)

; レディ待ち

mov.b     #data,r1l

ste.b     r1l,address ; コマンド書き込み

; ウォッチドッグタイマリセット

WDT_USE有効時
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(17) システム割り込み処理

sys_undefined

jmpi.a 0efdch

ユーザ未定義命令割り込み

sys_overflow

jmpi.a 0efe0h

ユーザオーバフロー割り込み

sys_brk

jmpi.a 0efe4h

ユーザBRK命令割り込み

sys_addrmatch

jmpi.a 0efe8h

ユーザアドレス一致割り込み

sys_wdt

jmpi.a 0eff0h

ユーザウォッチドッグタイマ割り込み
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4. ダウンローダ通信プロトコル

4.1 コマンド

4.1.1 制御コマンド一覧

制御コマンドの一覧を下記に示します。

SRD：ステータスレジスタデータ

SRD1：ステータスレジスタデータ1
注1. 網掛け文字はマイコン (プログラムダウンローダ )→プログラマの送信、それ以外はプログラマ→マイ

コン (プログラムダウンローダ )の送信です。

注2. ユーザプログラム領域がブランク品は ID照合済みのため、全コマンド受付可能です。

注3. プログラムダウンローダでは、受信データ数チェック、タイムアウトエラー処理は行っていません。
コマンド送信時には、必ずデータの過不足がないようにしてください。

制御コマンド 1バイト 2バイト 3バイト 4バイト 5バイト 6バイト ～ ID未照合

ページリード FFh 中位アドレス 上位アドレス データ データ データ ～データ 受付禁止

ページプログラム 41h 中位アドレス 上位アドレス データ データ データ ～データ 受付禁止

ブロックイレーズ 20h 中位アドレス 上位アドレス D0h 受付禁止

リードステータスレジスタ 70h SRD SRD1 受付可

クリアステータスレジスタ 50h 受付禁止

IDチェック機能 F5h ID1 ID2 ID3 ID4 ID5 ～ ID7 受付可

バージョン情報出力機能 FBh プログラムダウンローダ
バージョン

ユーザ
バージョン

受付可
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4.2 ページリード

4.2.1 動作

フラッシュメモリの指定されたユーザROM領域を 256バイト単位で読み出します。読み出す領域は

上位アドレス (A16～A23)、中位アドレス (A8～A15)で指定します。xxxx00h～xxxxFFhの256バイトが

対象です。

4.2.2 パケット

Data0：下位アドレスが00hのデータ

Data255：下位アドレスがFFhのデータ

4.2.3 手順

(1) 1バイト目にページリードのコマンド“FFh”を受信します。

(2) 2バイト目に中位アドレス、3バイト目に上位アドレスを受信します。

(3) 4バイト目以降、下位アドレスが00番地の内容から順に送信します。

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 ～259バイト目

コマンド アドレス データ ～データ

プログラマ→マイコン FFh 中位アドレス 上位アドレス

マイコン→プログラマ Data0 ～Data255
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4.3 ページプログラム

4.3.1 動作

フラッシュメモリの指定されたユーザROM領域に 256バイト単位でデータを書きます。書き込む領

域は上位アドレス (A16～A23)、中位アドレス (A8～A15)で指定します。xxxx00h～xxxxFFhの256バイ

トが対象です。

4.3.2 パケット

Data0：下位アドレスが00hのデータ

Data255：下位アドレスがFFhのデータ

4.3.3 手順

(1) 1バイト目にページプログラムのコマンド“41h”を受信します。

(2) 2バイト目に中位アドレス、3バイト目に上位アドレスを受信します。

(3) 4バイト目から下位アドレスが00番地に書き込むデータを受信します。

書き込むデータが256バイトに満たない場合、不足分に“FFh”を送信してください。また、書き込

むデータが257バイト以上になると、257バイト目をコマンドと見なします。書き込み中にエラーが発

生するとSR4が“1”(プログラムステータスがエラー終了 )となります。

本コマンド実行後は、必ずリードステータスレジスタコマンドで確認してください。

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 ～259バイト目

コマンド アドレス データ ～データ

プログラマ→マイコン 41h 中位アドレス 上位アドレス Data0 ～Data255

マイコン→プログラマ
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4.4 ブロックイレーズ

4.4.1 動作

フラッシュメモリの指定されたブロックを消去します。ブロック領域の指定は、消去したいブロッ

クの任意アドレスの上位8ビット (A16～A23)と中位8ビット (A8～A15)で行います。

4.4.2 パケット

4.4.3 手順

(1) 1バイト目にブロックイレーズのコマンド“20h”を受信します。

(2) 2バイト目に中位アドレス、3バイト目に上位アドレスを受信します。

(3) 4バイト目に確認コマンド“D0h”を受信します。

確認コマンド“D0h”を受信後、指定ブロックに対する消去が開始されます。消去とは、フラッシュ

の内容を“FFh”にすることです。エラーが発生するとSR5が“1”(イレーズステータスがエラー終了

)になります。

本コマンド実行後は、必ずリードステータスレジスタコマンドで確認してください。

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 ～259バイト目

コマンド ブロックアドレス 確認コマンド

プログラマ→マイコン 20h 中位アドレス 上位アドレス D0h

マイコン→プログラマ
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4.5 リードステータスレジスタ

4.5.1 動作

フラッシュメモリの動作状態を確認します。

4.5.2 パケット

SRD：ステータスレジスタデータ、SRD1：ステータスレジスタデータ1

4.5.3 手順

(1) 1バイト目にリードステータスレジスタコマンド“70h”を受信します。

(2) 2バイト目にSRDを送信します。

(3) 3バイト目にSRD1を送信します。

4.5.4 SRDレジスタ

(1) シーケンサステータス

シーケンサステータスはフラッシュメモリの動作状況を示します。自動書き込み、自動消去

時は“0”(ビジー )、終了すると“1”(レディ )になります。

(2) イレーズステータス

イレーズステータスは消去の動作状況を示します。エラーが発生すると“1”になります。

このビットは、クリアステータスレジスタコマンドを行うと“0”になります。

(3) プログラムステータス

プログラムステータスは書き込みの状況を示します。エラーが発生すると“1”になります。

このビットは、クリアステータスレジスタコマンドを行うと“0”になります。

また、次の場合、SR5とSR4が共に“1”になります。

●コマンドを正しく書かなかったとき

●ブロックイレーズコマンドの第2バスサイクルのデータに書いてよい値 (“D0h”または“FFh”)以
外のデータを書いたとき ( “FFh”を書くとリードアレイモードになり、コマンドがキャンセルさ

れます。)

(4) リザーブ

読んだ場合、その値は不定。

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 ～259バイト目

コマンド SRD

プログラマ→マイコン 70h

マイコン→プログラマ SRD出力 SRD1出力

SRDの各ビット ステータス名
定義

“1” “0”
SR7 (bit7) シーケンサステータス レディ ビジー

SR6 (bit6) リザーブ

SR5 (bit5) イレーズステータス エラー終了 正常終了

SR4 (bit4) プログラムステータス エラー終了 正常終了

SR3 (bit3) リザーブ

SR2 (bit2) リザーブ

SR1 (bit1) リザーブ

SR0 (bit0) リザーブ



R8C/35Cグループ UART版プログラムダウンローダ

RJJ05B1567-0100 Rev.1.00 Page 35 of 47
2010.04.30

4.5.5 SRD1レジスタ

(1) ID照合

ID照合の結果を示します。

(2) リザーブ

読んだ場合、その値は不定。

SRD1の各ビット ステータス名
定義

“1” “0”
SR15 (bit7) リザーブ

SR14 (bit6) リザーブ

SR13 (bit5) リザーブ

SR12 (bit4) リザーブ

SR11 (bit3)
ID照合

　00:未照合　　01:照合不一致

10:リザーブ　11:照合済みSR10 (bit2)

SR9 (bit1) リザーブ

SR8 (bit0) リザーブ
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4.6 クリアステータスレジスタ

4.6.1 動作

ステータスレジスタを初期化するコマンドです。フラッシュメモリに対してイレーズやページプロ

グラムを行う前に、このコマンドでステータスレジスタを初期化してください。

4.6.2 パケット

4.6.3 手順

(1) 1バイト目にクリアステータスレジスタコマンド“50h”を受信します。

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 ～259バイト目

コマンド

プログラマ→マイコン 50h

マイコン→プログラマ
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4.7 IDチェック機能

4.7.1 動作

プログラマから受信した IDと、仮想固定ベクタテーブル内に格納されているユーザ IDコードを照合

します。ID照合結果はSRD1レジスタのSR11～SR10に格納します。

4.7.2 パケット

4.7.3 手順

(1) 1バイト目に IDチェック機能コマンド“F5h”を受信します。

(2) 2バイト目から8バイト目に ID1～ ID7を受信します。

ID受信後、IDチェックを開始します。ただし、ユーザプログラム領域がブランク品の場合、IDチェッ

クを行わずプログラマからの制御コマンド受信待ち状態に戻ります。ID1 ～ ID7 すべてが一致すると

SR11～SR10は“11b”(照合済み )になります。いずれかが一致しなければSR11～SR10は“01b”(照
合不一致 )になります。

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 ～8バイト目

コマンド ID

プログラマ→マイコン F5h ID1 ID2 ID3 ～ ID7

マイコン→プログラマ
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4.8 バージョン情報出力機能

4.8.1 動作

プログラムダウンローダとユーザプログラムのバージョンを送信します。

4.8.2 パケット

4.8.3 手順

(1) 1バイト目にバージョン情報出力機能コマンド“FBh”を受信します。

(2) 2、3バイト目にプログラムダウンローダのバージョンを上位、下位の順で送信します。

(3) 4、5バイト目にユーザプログラムのバージョンを上位、下位の順で送信します。

4.8.4 バージョンデータ

以下の例の場合、本コマンドではプログラムダウンローダバージョンの上位に01h、下位に00h、ユー

ザバージョンの上位に00h、下位に10hを設定して送信します。

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 5バイト目 ～259バイト目

コマンド バージョン

プログラマ→マイコン FBh

マイコン→プログラマ プログラムダウンローダ ユーザ

例) プログラムダウンローダバージョンがVer.1.00、ユーザバージョンがVer.0.10の場合

<プログラムダウンローダバージョンデータ>
(bt_r835c.a30ファイル内)

.org version_string

.word 0100h ; Program Downloader version (Ver.1.00)

<ユーザバージョンデータ>
(5.ユーザプログラム例の場合、sect30.incファイル内)

User_Ver .equ 0010h ; User version (Ver.0.10)
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5. ユーザプログラム例
プログラムダウンローダはプログラマからの指示に従い、ブロック0以外のユーザプログラムを書き換え

ます。以下にユーザプログラム例を示します。

5.1 機能

入出力ポートP3_1、P3_3、P3_4、P3_6に接続したLEDを点灯します。

5.2 メモリ配置

図 5.1にユーザプログラムのメモリ配置を示します。

図 5.1 ユーザプログラムのメモリ配置

ブロック1

仮想固定ベクタテーブル
＋ユーザIDコード(注1)

可変ベクタテーブル

注1. プログラムダウンローダでチェックするIDコードです。
注2. 開発ツール専用の割り込みですので、使用しないでください。
注3. 赤字で印された箇所は自動生成ファイルから変更が必要な箇所です。詳しくは「5.3 初期設定」の「(3) 自動生成ファイルの

編集」を参照してください。

main:

ユーザ割り込み処理

メインプログラム

timer_ra:
usr_overflow:

__VECTOR_ADR__ .equ 0eedcH ; INTERRUPT VECTOR ADDRESS definitionnc_define.inc

;---------------------------------------------------------------------
; variable vector section
;---------------------------------------------------------------------

.section vector,ROMDATA

.org __VECTOR_ADR__

.if 1
・・・

.glb _timer_ra

.lword _timer_ra ; vector 22
・・・
.endif

;---------------------------------------------------------------------
; fixed vector section
;---------------------------------------------------------------------
User_Ver .equ 0010h ; user version (Ver.0.10)

.section fvector,ROMDATA

.org 0efdcH
UDI:

.lword dummy_int | 031000000h ; User ID1=31
OVER_FLOW:

.glb _usr_overflow

.lword _usr_overflow | 032000000h ; User ID2=32
BRKI:

.lword dummy_int | ((User_Ver&0ffh)*1000000h)
; User Version Data (low-order)

ADDRESS_MATCH:
.lword dummy_int | 033000000h ; User ID3=33

SINGLE_STEP:
.lword dummy_int | 034000000h ; User ID4=34

WDT:
.lword dummy_int | 035000000h ; User ID5=35

; reserved
.lword dummy_int | 036000000h ; User ID6=36

; reserved
.lword dummy_int | 037000000h ; User ID7=37

RESET:
.lword start | ((User_Ver&0ff00h)*10000h)

                        ; User Version Data (high-order)

;================================================================
; ID code & Option function select register
;---------------------------------------------------------------------
; ID code check function
; .id "#FFFFFFFFFFFFFF"

; option function select register
; .ofsreg 0FFH

sect30.inc

セクション設定例

0EFDCh

08000h

0EFFFh

0EEDCh

スタートアップ処理 start:
dummy_int:

未定義命令

オーバフロー

アドレス一致

シングルステップ(注2)
ウォッチドッグタイマ、

発振停止検出、
電圧監視1、
電圧監視2

アドレスブレイク(注2)

(予約)

リセット

ID1

ID2

ID7

ID4

ID5

ID6

Ver
(上位)

BRK命令

ID3

0EFDCh

0EFE0h

0EFE8h

0EFECh

0EFF0h

0EFF4h

0EFF8h

0EFFCh

0EFE4h Ver
(下位)
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5.3 初期設定

(1) ベクタテーブル
ユーザプログラムで割り込みが使用できるように、ブロック1に仮想固定ベクタテーブルを配置

してください。

(2) IDコード

IDコードは仮想固定ベクタテーブル内に設定してください。コンパイル時オプションで IDコー

ドファイルは生成しないでください。

(3) 自動生成ファイルの編集
ルネサス統合開発環境HEW(High-performance Embedded Workshop)でプロジェクトタイプを

「Application」で作成し初期設定ファイルを自動生成する場合、「sect30.inc」および

「nc_define.inc」ファイルを以下のように変更してください。(図 5.1参照 )

・可変ベクタテーブルの配置アドレスを0EEDChに、(仮想 )固定ベクタテーブルを0EFDChに変

更
・(仮想 )固定ベクタテーブルに IDコードを追加設定

・ユーザバージョンデータのシンボル定義、および (仮想 )固定ベクタテーブルにユーザバージョ

ンデータの設定追加
・アセンブラ拡張機能指示命令 “.ID”(ID コードを設定 )、“.OFSREG”(OFSレジスタに値を設

定 )をコメントアウト
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6. プログラマ例

6.1 制御端子

(1) TXD、RXD端子

UARTの送受信端子です。

(2) RESET端子

プログラマからマイコンのRESETを制御します。

(3) VCC、VSS端子

プログラマからの“H”、“L”出力は、マイコンのVCC、VSSレベルに合わせてください。

図 6.1 プログラマ接続時のマイコンの端子処理例

R8C/35Cグループ

MODE

ユーザリセット信号

TXD

RXDRXD入力

RESETリセット入力

TXD出力
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6.2 プログラマ機能例

ここでは、プログラマに必要と思われる以下の機能について説明します。

　・Blank Check
　・Erase
　・Program
　・Verify
　・Read

6.3 Blank Check
自動または手動により指定した領域のデータ (プログラム )を、フラッシュメモリ内蔵マイコンから読

み出します。

プログラマ側は読み出したデータがすべてブランク (“FFh”)であるかを確認します。

プログラマ マイコン

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・00b(未照合)、01b(照合不一致)
　→ID Checkへ
・11b(照合済み)
  →ID Checkはせず、BlankCheckへ

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・01b(照合不一致)
　→ID Check Errorで処理中止
・11b(照合済み)
  →次のステップへ

受信したデータが
・すべて“FFh”のとき
　→次のステップへ
・上記以外
　→Blank Check Errorで処理中止

・指定した領域のBlank Checkが
  終了していない場合
　→ページリード処理に戻る
・終了した場合
　→Blank Check OK

ID Check 開始

ID Check OK

Blank Check 開始

Blank Check OK

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

SRD、SRD1を受信

IDチェックコマンド“F5h”、ID1～ID7を送信

SRD、SRD1を受信

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

データ(256バイト)を受信

ページリードコマンド“FFh”、“中位アドレス”、
“上位アドレス”を送信
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6.4 Erase
自動または手動により指定したフラッシュメモリ内蔵マイコンのブロックのデータ (プログラム )を消

去します。

プログラマ マイコン

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・00b(未照合)、01b(照合不一致)
　→ID Checkへ
・11b(照合済み)
  →ID Checkはせず、Eraseへ

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・01b(照合不一致)
　→ID Check Errorで処理中止
・11b(照合済み)
  →次のステップへ

SRDのSR5ビットが、
・1(エラー終了)
　→Erase Errorで処理中止
・0(正常終了)
  →次のステップへ

・指定したブロック数のErase
  が終了していない場合
  →クリアステータス処理に戻る
・終了した場合
　→Erase OK

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

SRD、SRD1を受信

ID Check 開始

IDチェックコマンド“F5h”、ID1～ID7を送信

SRD、SRD1を受信

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

ID Check OK

Erase 開始

クリアステータスレジスタコマンド“50h”を送信

Erase OK

ブロックイレーズコマンド“20h”、中位アドレス、
上位アドレス、“D0h”を送信

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

SRD、SRD1を受信
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6.5 Program
自動または手動により指定したフラッシュメモリ内蔵マイコンの領域にデータ (プログラム )を書き込

みます。

プログラマ マイコン

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・00b(未照合)、01b(照合不一致)
　→ID Checkへ
・11b(照合済み)
  →ID Checkはせず、Program開始へ

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・01b(照合不一致)
　→ID Check Errorで処理中止
・11b(照合済み)
  →次のステップへ

SRDのSR4ビット が、
・1(エラー終了)
  →Program Errorで処理中止
・0(正常終了)
　→次のステップへ

・指定した領域のProgramが終了
  していない場合
  →クリアステータス処理に戻る
・終了した場合
　→Program OK

Program OK

クリアステータスレジスタコマンド“50h”を送信

ページプログラムコマンド“41h”、中位アドレス、
上位アドレスを送信

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

SRD、SRD1を受信

データ(256バイト)を送信

ID Check 開始

ID Check OK

Program 開始

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

SRD、SRD1を受信

IDチェックコマンド“F5h”、ID1～ID7を送信

SRD、SRD1を受信

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信



R8C/35Cグループ UART版プログラムダウンローダ

RJJ05B1567-0100 Rev.1.00 Page 45 of 47
2010.04.30

6.6 Verify
自動または手動により指定された領域のデータ (プログラム )を、フラッシュメモリ内蔵マイコンから

読み出します。

プログラマ側は、読み出したデータをプログラマ内部のメモリのデータ (プログラム )と比較し、一致

するかを確認します。

プログラマ マイコン

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・00b(未照合)、01b(照合不一致)
　→ID Checkへ
・11b(照合済み)
  →ID Checkはせず、Verify Checkへ

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・01b(照合不一致)
　→ID Check Errorで処理中止
・11b(照合済み)
  →次のステップへ

・受信したデータとプログラム
  したデータが一致しないとき
　→Verify Check Errorで処理中止
・上記以外
　→次のステップへ

・指定した領域のVerify Checkが
  終了していない場合
　→ページリード処理に戻る
・終了した場合
　→Verify Check OK

ID Check 開始

ID Check OK

Verify  Check 開始

Verify  Check OK

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

SRD、SRD1を受信

IDチェックコマンド“F5h”、ID1～ID7を送信

SRD、SRD1を受信

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

データ(256バイト)を受信

ページリードコマンド“FFh”、“中位アドレス”、
“上位アドレス”を送信
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6.7 Read
自動または手動により指定された領域のデータ (プログラム )を、フラッシュメモリ内蔵マイコンから

読み出します。

プログラマ側は、読み出したデータをプログラマ内部のメモリに記憶します。

プログラマ マイコン

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・00b(未照合)、01b(照合不一致)
　→ID Checkへ
・11b(照合済み)
  →ID Checkはせず、Read開始へ

SRD1のSR11,SR10ビットが、
・01b(照合不一致)
　→ID Check Errorで処理中止
・11b(照合済み)
  →次のステップへ

・指定した領域のReadが終了
  していない場合
  →ページリード処理に戻る
・終了した場合
　→Read OK

受信したデータをプログラマ
内部のメモリに記憶する

ID Check 開始

ID Check OK

Read 開始

Read OK

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

SRD、SRD1を受信

IDチェックコマンド“F5h”、ID1～ID7を送信

SRD、SRD1を受信

リードステータスレジスタコマンド“70h”を送信

データ(256バイト)を受信

ページリードコマンド“FFh”、“中位アドレス”、
“上位アドレス”を送信
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7. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

8. 参考ドキュメント
ハードウェアマニュアル

　R8C/35Cグループハードウェアマニュアル　Rev.1.00
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

テクニカルニュース／テクニカルアップデート

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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